
 

 

●学習指導要領との関連 

主な観点 編集の特⾊ 該当ページ例
学習指導要領
｢美術」との関連 

学習指導要領における美術科の「⽬標」である「表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，美術の創造
活動の喜びを味わい美術を愛好する⼼情を育てるとともに，感性を豊かにし，美術の基礎的な能⼒
を伸ばし，美術⽂化についての理解を深め，豊かな情操を養う。」に編集の基盤が置かれている。 
発達の段階に応じて系統的に構築された題材内容とともに，授業の⽬標，内容や⽅法，培いたい資
質や能⼒を明確に整理して具体的に紙⾯に⽰されており，教科の⽬標を達成することができる教科
書となっている。 
⽣徒にとって，⾒やすく，魅⼒的な紙⾯で，学びやすいと同時に，活動の⾒通しと振り返りの観点
を通して，⾃ら思考，判断する状況を設定するなど，⽣徒の⾃⽴を促しており，美術を通した⼈間
教育の実現が図られている。 

全般 

学習指導要領
｢道徳｣との関連 

作品の制作を通して個性豊かな表現を追求し，⾃⼰の向上を図ることができるように配慮されてい
る。特に，「私の歩み」（1 年 p.48･49）では，⾃分の作品集をデザインすることを通して，⾃⼰の
向上を実感できるように配慮されている。

左記ページをはじめ全般 

コミュニケーションを意識した題材が多く設定され，⾃他の理解を深めて，それぞれの⽴場を尊重
する⼼が養われるように配慮されている。例えば，「⽣活を豊かに」（1 年 p.32-37）や「動きのお
もしろさを使って」（1 年 p.44-45）など，友達とかかわりながら制作する題材が多く設定されてい
る。また，「⼈の形のおもしろさ」（1 年 p.18-21）や「⼈の形に込めたもの」（2･3 年 p.58-61）
では，友達や⼈物を観察して表現することを通して，⾃他の理解や⼈間を尊重する⼼が養われるよ
うに配慮されている。

1 年 p.2-4／16･17／18-21／
32-37／38-43／44･45／46･47 
2･3 年 p.24-27／54-57／58-61
／64-69／70-77／78･79／84-87 

⾃然材料を扱うことや⾃然が豊かな場所で表現活動を⾏うことを通して，⾃然のよさを感じ取れる
ような題材づくりがなされている。例えば，「不思議昆⾍図鑑」（1 年 p.24-25）や「原⼨ギャラリ
ー・桜図」（2･3 年 p.46-47）では，⾃然の材料を使った表現をしたり，⾃然を描いた作品を鑑賞
したりする題材が設定されている。 

1 年 p.8･9／10-15／24･25／
38-43 
2･3 年 p.2-9／12-17／44･45／
46･47／54-57／88･89／90-95 

⽇本の伝統⽂化や地域の⼯芸・造形を多く扱い，優れた伝統の継承や郷⼟を愛する⼼が養われるよ
うに配慮されている。例えば，「デザインする⼼」（2･3 年 p.64-69）では，着物や和菓⼦のデザイ
ンが取り上げられたり，「⼈がつくる、技を極める」（2･3 年 p.90-95）では，⽇本各地の伝統⼯芸
が取り上げられたりしている。 

1 年 p.38-43 
2･3 年 p.10･11／64-69／90-95 

 
●教育基本法(第⼆条)との関連

主な観点 編集の特⾊ 該当ページ例
⼈権尊重の観点 第１号／「真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳⼼を培うとともに，健やかな⾝体を養うこ

と」については，教科書の全題材及び特設のページを通して教科の⽬標に迫ることで，達成できる
ように配慮されている。「幅広い知識と教養を⾝につけ」は，特設のページでも補われ，各題材での
学びに⽣かされるように配慮されている。例えば，各巻に設けられた「作者の⾔葉」の囲みでは，
芸術家の制作姿勢や作品に対する思いが紹介され，芸術家の⾔葉を通して，豊かな情操や道徳⼼な
どが培われるように配慮されている。 

1 年 p.5-7／8･9／28･29／30･31
／32-37／38-43／44･45／50･51
／52-54／55-57 
2･3 年 p.12-17／28-31／32･33
／34-37／48-51／54-57／64-69
／70-77／78･79／80-83／84-87
／88･89／90-95／99-102／106･
107 

第２号／⾃分とは何か，⾃分らしさとは何かということを造形的に表そうとすることは⾃⼰肯定感
を⾼め，個⼈の価値尊重につながると考えて題材化されている。例えば，「美術はいつも⽣活や暮ら
しの中に」（2･3 年 p.10･11）では，造形活動を愛し，それを職業としている⼈の活動を紹介する
ことで，⾃分のやりたいことを⾒つける素晴らしさを伝えている。また，「⽣きることと美術」（2･
3 年 p.99-102）では，美術が社会に果たす役割について考え，個⼈の価値を尊重してその能⼒を
伸ばし，⾃主及び⾃律の精神が養われるように配慮されている。 

1 年 p.5-7／10-15／18-21／
38-43 
2･3 年 p.2-9／10･11／24-27／
28-31／58-〜61／96-98 

第３号／友達と協⼒して表現する活動の中には，互いの考えを主張したり調整したりすることが必
要となり，形，⾊彩，⾔葉などを通して互いのよさを感じ合える題材づくりがされている。また，
相⼿のことを考えて伝えるデザインの題材では，相⼿への思いやりの⼼をふくらませるように⼯夫
されている。例えば，「つながるデザイン」（2･3 年 p.78-79）では，友達とともに，ユニバーサル
デザインのゲームを制作して楽しむ題材が設定されている。 

1 年 p.2-4／32-37 
2･3 年 p.64-69／70-77／78･79
／80-83／84-87／96-98 

環境問題の観点 第４号／⾃然材料で表現することや⾃然が豊かな場所で表現活動を⾏うこと，⾃然を扱った作品の
鑑賞活動を通して，⾃然のよさを感じ取れるような題材づくりがなされている。例えば，「不思議昆
⾍図鑑」（1 年 p.24･25）では，⾃然の材料やその他の材料を使って，思いついた⽣き物を制作する
題材が設定されている。また，デザインのページでは，「デザインで伝える」（2･3 年 p.70-77）で
は，環境問題を訴えるポスターを扱ったり，「環境をデザインする」（2･3 年 p.80-83）では，環境
のために美術ができる事例を取り上げたりするなど，環境問題にも⽬を向けるように配慮されてい
る。 

1 年 p.10-15／22･23／24･25 
2･3 年 p.12-17／80-83／88･89 

⽂化の伝承や
⽂化遺産の尊
重，国際理解の
観点 

第５号／造形作品や造形活動を通して我が国の⽂化や郷⼟のよさ，外国の⽂化などを伝えている。
例えば，「伝統の美に学ぶ」（2･3 年 p.48-51）では，掛軸や屏⾵，墨を使った活動が取り上げられ
ている。⽇本の国宝（22 点）や重要⽂化財（13 点）が数多く取り上げられており，全体としては，
⽇本の作品と諸外国の作品の取り上げ⽅に偏りがなく，バランスにも配慮されている。国際理解の
観点では，例えば、「ゴッホと⽇本」（2･3 年 p.52･53）では，⽇本の美術が諸外国に与えた影響に
ついて学んだり，「祈りの造形」（2･3 年 p.62･63）では，⽇本の仏像とアジア各地の仏像を⽐較し
ながら鑑賞できたりするように扱われるなど，国際理解に配慮されている。 

1 年 p.16･17／26･27 
2･3 年 p.18･19／20･21／22･23
／38-43／44･45／46･47／48-51
／52･53／62･63／64-69／90-95
／99-102／103-105 

 

平成 2８年度⽤ 開隆堂 ｢美術｣教科書検討から⾒た観点別・編集の特⾊



●内容の程度と配列の適切度 
主な観点 編集の特⾊ 該当ページ例

学習の⽬標と
内容のわかり
やすさ 

美術科の学習で⼤切にしたい⽬標と内容が題材解説⽂に明⽰されており，題材ページの最後に設置
された，⽣徒の⾃⼰評価のための「ふりかえり」とあわせて，「学習の⽬標」と内容及び「育てたい
⼒」との関連が明確に⽰されている。⽣徒が⽬標にそった⾃分の学びを確認する際の視点が⽰され
ることで，⽣徒の⾃主的・⾃律的な学習を促す⼯夫がされている。

全般 

題材の配列， 
系統性の観点 

第 2 学年及び第 3 学年が 1 冊にまとめられ，豊富な資料とともに効率よく学習が進められるように
配慮されている。各巻では，学年の発達の段階に対応した系統性を，「絵や彫刻」「デザインや⼯芸」
「鑑賞・資料」の視点でバランスよく構築されており，有効な積み重ねと転移が図れるようになっ
ている。また，⽣徒の実態や地域，各学校の特性を⽣かした指導計画の編成がしやすいような題材
が随時，設定されている。例えば，「わたしの『みち』」（2･3 年 p.12-17）は，東⼭魁夷の作品を
導⼊に，⽣徒が遠近法を学習しながら作品の主題を⾒つけたり構図を考えたりして作品を制作する
題材であるが，その後に続くページ「劇的な瞬間を描く」（2･3 年 p.18･19）では，遠近法の関連
からレオナルド・ダ・ヴィンチの「最後の晩餐」を鑑賞できるように配列されている。さらに，レ
オナルド・ダ・ヴィンチとの関連で「ルネサンスの美術」（2･3 年 p.20･21），「原⼨ギャラリー・
モナ・リザ」（2･3 年 p.22･23）が設定され，そこで⼈間再発⾒の時代を学んだことを⽣かして，「⾃
分と向き合う」（2･3 年 p.24-27）で⾃画像を表現するというように，表現と鑑賞，基礎と発展が
相互に関連して緻密に配列され，無理なく学習が進められるように構成されている。 

左記ページをはじめ全般 

内容と分量の適
切さ 

学習指導要領に⽰されている年間授業時数をふまえ，題材の軽重のバランスがよく整えられている。
⾒開き 2 ページの題材だけではなく，発展的，系統的な題材を効果的に配列構成するとともに，題
材間で関連する学習内容を明らかにした６〜10 ページで展開する⼤型の題材も設けられており，そ
の中から年間授業時数に即して，地域や学校の実情に合わせて題材を選択し，柔軟な指導計画が⽴
てられるように配慮されている。例えば，「デザインで伝える」（2･3 年 p.70-77）では，導⼊から
デザインの⽅法を学ぶ共通部分を設けた後に，時数や⽣徒の関⼼などに応じて，ロゴタイプ，ポス
ター，絵本，アニメーションなどの表現⽅法から選べるように設定されている。

左記ページをはじめ全般 

⾔語活動の充
実への配慮 

コミュニケーションや⾔語活動を重視した題材が多く設定されている。特に，鑑賞作品には話し合
いのきっかけになるような問いかけが設定され，⾔語活動を促す⼯夫がされている。例えば，「⽣活
を豊かに」（1 年 p.32-37）や「動きのおもしろさを使って」（1 年 p.44･45）、「光と明かり」（2･3
年 p.84-87）など，友達とかかわりながら制作する題材が多く設定されている。また，「私の歩み」
（1 年 p.48･49）や「デザインする⼼」（2･3 年 p.64-69）では，プレゼンテーションや話し合い
の活動が取り上げられているなど，⾔語活動の充実に配慮されている。

左記ページをはじめ全般 

安全への配慮 安全については，配慮すべき点を安全  マークとともに，⽤具や材料を安全に使⽤することが具
体的に例⽰されている。また，「道具箱」（1 年 p.52-54）では，⽤具や材料の基本的な扱い⽅が的
確なイラストや写真で⽰され，安全な使い⽅が確実にできるように配慮されている。

1 年 p.44･45／52-54 
2･3 年 p.12-17 

⼩学校および
⾼等学校との
連携への配慮 

第 1 学年の題材では，「美術って、何だろう？」（1 年 p.2-4）や「集める・試す・組み⽴てる」（1
年 p.5-7）といった，⼩学校図画⼯作での学習との関連を重視した題材が設定されている。第 2･3
学年では，全体として，表現及び鑑賞について⼀層の広がりと深まりがもてるように題材が設定さ
れ，特に，「動きのおもしろさを使って」（1 年 p.44･45）や「デザインで伝える」（2･3 年 p.70-77），
「絵巻物の世界」（2･3 年 p.38-43）では，⾼等学校で本格的に扱う映像表現の基礎的な内容を扱
うなど，⾼等学校「美術」「⼯芸」への発展に配慮されている。 
また，各題材の末尾には、⼩学校図画⼯作と共通の「ふりかえり」の四つの観点が⽰され，⼩学校
からの連携がスムーズにできるように配慮されている。

左記ページをはじめ全般 

他教科との関
連への配慮 

他教科との関連を⼀層進めることが⽰されていることをふまえて，「総合的な学習の時間」や他教科
との関連を視野に，「絵巻物の世界」（2･3 年 p.38-43）や「祈りの造形」（2･3 年 p.62･63）など
では，我が国の伝統的な表現⽅法や伝統⽂化，国際理解の⼀端となる諸外国の美術作品などが紹介
されている。 

左記ページをはじめ全般 

年間授業時数
と年間指導計
画の適切さ 

年間授業時数を考慮して，授業⽅法や時間数などが多様に扱えるような内容の⽰し⽅がされている。
また，各題材では⼩⾒出しごとに題材の選択ができ，⽣徒の実態や地域・学校の特性を⽣かした指
導計画の編成がしやすいように⼯夫されている。 

全般 

 
●学習指導の効果 

主な観点 編集の特⾊ 該当ページ例
⾃主的，⾃律的
な態度と主体
的な学習への
配慮 

各巻の冒頭では，「美術を通して学ぶ⼤切なこと」が⽣徒へのメッセージとして設けられ，美術を学
習する意味と必然性を明⽰するとともに，「美術はいつも⽣活や暮らしの中に」（2･3 年 p.10･11）
では，美術で学習したことをそれぞれの職業に⽣かしている⼈たちを扱うことで，社会で役⽴つ美
術の⼒を知るなど，⽣徒の意欲が⾼まる配慮がされている。 
魅⼒的な⽣徒作品が⼤きく掲載されたり，題材に応じてレイアウトが⼯夫されていたりすることで，
表現や鑑賞の活動の魅⼒を⽣徒に伝え，主体的な学習を促すように⼯夫されている。 
教科書全体を通して，豊富な資料が⽤意されており，さらに，相互に関連するページを☞マークで
⽰すことで，興味に応じて⽣徒が⾃主的に学習を進められるように配慮されている。

左記ページをはじめ全般 

発想・構想の能
⼒を培う観点 

「空想からの表現」（2･3 年 p.28-31）や「形や⾊彩からのメッセージ」（2･3 年 p.34-37）をはじ
め，表現題材全般を通して，発想・構想のヒントとなる考え⽅が具体的に⽰されている。また，題
材に応じて適宜，⽣徒が考えを広げて，より創造的な表現活動ができるように，発展的な内容や関
連する情報を⽰すコラムが設けられ，発想・構想の能⼒を⾼める⼯夫がされている。⽣徒作品は多
様な作品が掲載され，それぞれの価値を尊重すると同時に，⾃らの創造性を培う意欲づけとなるよ
うに配慮されている。

1 年 p.10-15／18-21／22･23／
24･25／28･29／30･31／32-37／
38-43 
2･3 年 p.12-17／24-27／28-31
／32･33／34-37／54-57／70-77
／88･89 

基礎・基本を習
得し，創造的な
技能を培う観点 

発達の段階に応じて，基礎・基本としての幅広い知識と技能を⾝に付けさせるために，それぞれの
題材ページには，基礎的な技法や知識が    囲みで⽰されている。 
各巻の巻末には，光や⾊彩などの基本的な知識をまとめた｢⾊彩ホームページ｣（1 年 p.55-57／2･
3 年 p.106･107），また，⽤具や道具の使い⽅をまとめた，｢パレットコーナー｣（1 年 p.50･51），

1 年 p.8･9／22･23／2８･29／
30･31／32-37／50･51／52-54／
55〜57 
2･3 年 p.12-17／24-27／32･33



｢道具箱｣（1 年 p.52-54）が設けられ，基礎・基本を習得するとともに，創造的な技能が発揮され
るための配慮がされている。 

／34-37／44･45／48-51／58-61
／84-87／88･89／90-95／
103-105 

鑑賞の能⼒を
培う観点 

作家作品を⼤判の図版で掲載し，細部まで鑑賞できるようになっているとともに，鑑賞活動のきっ
かけとなる問いかけが配置されており，⽣徒の鑑賞の能⼒を⾼める⼯夫がされている。「原⼨ギャラ
リー」（1 年 p.26･27／2･3 年 p.22･23／2･3 年 p.46･47）のページが設けられ，実際の⼤きさで
作品を鑑賞できるように⼯夫されている。 
さまざまな鑑賞の⽅法を⽰すために，「⽐べてみよう」（1 年 p.16･17）や「美しさの交流」（1 年
p.46･47）の題材が設定され、表現と鑑賞の⼀体化を図られている。

1 年 p.2-4／16･17／26･27／46･
47 
2･3 年 p.2-9／12-17／18･19／
20･21／22･23／46･7／52･53／
62･63／96-98 

美術⽂化を理
解するための
資料の豊富さ 

題材ページには資料として  マークとともに，背景的な知識を紹介する囲みが設けられている。
そのほかに資料ページとして，「劇的な瞬間を描く」（2･3 年 p.18･19），「ルネサンスの美術」（2･
3 年 p.20･21），「ゴッホと⽇本」（2･3 年 p.52･53），「ゲルニカ」（2･3 年 p.99-102），「⼈の表現
から⾒る美術の歴史」（2･3 年 p.103-105）などのページが，表現題材とのかかわりをもって適所
に設けられ，美術⽂化を理解するために⼯夫されている。 

1 年 p.10-15／26･27／32-35／
38-41／44･45 
2･3 年 p.2-9／12-17／18･19／
20･21／22･23／24-27／28-31／
46･47／48-51／52･53／96-98／
99-102／103-105

地域性，多様な
扱いへの配慮 

全国的に共通して知識や技能を幅広く⾝に付けると同時に，地域の実態に合わせて⼊⼿しやすい材
料を扱ったり，地域の⽂化財や美術館といった学校外の資源も活⽤したりして，地域独⾃の特⾊あ
る授業も実践できるように⼯夫されている。特に，地域社会とかかわる題材として，「⽣活を豊かに」
（1 年 p.32-37），「デザインする⼼」（2・3 年 p.64-69），「⼈がつくる、技を極める」（2・3 年 p.90-95）
などが設けられている。 

左記ページをはじめ全般 

 
●表現の⼯夫について 

主な観点 編集の特⾊ 該当ページ例
⽂章表現の適切
さの観点 

題材名は，活動内容の事実を紋切り型に表⽰することから脱却し，⽣徒の⼼に響き，内容が豊かに
イメージされるように⼯夫されている。主⽂は，⽣徒の⾔語感覚を⼤切にし，⽣徒の⼼に語りかけ，
題材内容や⽅法をイメージさせて意欲的に課題をつかみ取れるように⼯夫されている。また，個々
の作品の解説⽂として⽰された「⽣徒の⾔葉」は，発想・構想の⼯夫などの⼼情⾯から作品理解に
役⽴つように配慮され，作品を教科書に掲載した意図が伝わるように配慮されている。

全般 

レイアウトの斬
新さの観点 

⽣徒にとって最も⾝近な美術書としての位置づけがされ，全ページとも各題材・内容をより明確に
し，感動的に楽しさが読み取れるよう⼯夫されている。⼀⼈ひとりの⽣徒が表現活動に⾒通しをも
ち，主体的・⾃発的・発⾒的に造形活動が進められるように，⽂章・図解・情景写真・作品例など
が配置されている。また，レイアウトはすべての⽣徒が⾒やすく，活動したいという意欲がわいて
くるように，ワンパターンではなく，題材に応じて⼯夫され，美しさや楽しさが伝わり，⽣徒の意
欲を⾼めるようになっている。特に，「集める・試す・組み⽴てる」（1 年 p.5-7）や「不思議昆⾍
図鑑」（1 年 p.24･25）では，ページ全体がスケッチブックや昆⾍図鑑ふうに構成されていたり，「絵
巻物の世界」（2･3 年 p.38-43）では，右から左へ読み進める絵巻物の形式に合わせて右ページか
ら読み進められるよう縦書きで構成されていたり，「⽐べてみよう」（1 年 p.16･17）では，横⻑の
作品を⼤きく⾒せるために 90 度回転して鑑賞できるように構成されていたりと，全体にレイアウ
トの⼯夫がされている。また，「原⼨ギャラリー」（1 年 p.26･27／2･3 年 p.22･23／2･3 年 p.46･
47）では，実物の⼤きさが味わえるように，1 ページを使って作家作品が⼤きく⽰されおり，「⼼
ひかれる⾵景」（1 年 p.10-15）や「他⼈と違っていること、他⼈と同じであること」（2・3 年 p.2-9）
などでは，折込ページが効果的に活⽤され，⼤型図版の魅⼒を減ずることなく魅⼒的なレイアウト
で掲載されている。 

左記ページをはじめ全般 

制作のプロセス
や図解の明快さ
の観点 

制作過程の写真や図，材料・⽤具の扱い図など，正確さを必要とするものは⽣徒の視点に⽴ち，細
⼼の注意が払われている。また，図解を読み取る能⼒をつけさせるために，学年に相応した図が系
統的に配置されている。 

全般 

カラーユニバー
サルデザインへ
の配慮 

NPO 法⼈カラーユニバーサルデザイン機構(CUD)による校閲で，⾊覚に多様性のあるすべての⽣徒
に対して，教科書の内容がきちんと伝わるように，紙⾯全体に識別しやすい配⾊や形状，イラスト
の配⾊や写真の配置などが⼯夫され，⽀障なく学習できる教科書となっている。 

全般 

 
●造本・体裁 

主な観点 編集の特⾊ 該当ページ例
印刷の鮮明さの
観点 

印刷は，作品のもつ微妙なニュアンスや質感などが忠実に再現されている。 
⽤紙は，⾒やすさ，印刷適正の観点から，最適の⽤紙を厳選している。特に印刷インキのぎらつき
を抑え，しっとりとした⽬に優しい紙が採⽤され，⽣徒の⽬を保護するなどの配慮がなされている。 

全般 

製本の堅牢さの
観点 

開いたときの使いやすさと堅牢さが考慮されており，美術１は，これ以上多くなると逆に堅牢性を
損ねるともいわれる最⼤限の堅牢性を誇る 24 ⽳のミシン綴じであり，各巻ともに，⾒返し付きで
堅牢である。表紙は，ポリプロピレン(PP)加⼯されて耐⽔性があり，⻑期の使⽤に耐え得る製本に
なっている。また，裏表紙には，⽣徒の学年・組・名前などをにじむことなく記⼊できる部分が設
けられている。 

全般 

装丁の⼯夫の観
点 

表紙は，各巻ともに「美術と地域・社会のかかわり」をテーマとして，選定・撮影されている。特
に，美術2･3年の表紙では，「平和と美術」をテーマとして，本⽂題材の「ゲルニカ」（2･3年p.99-102）
との関連を⽰すなど，単なる表紙にとどまらない学習資料としても位置付けられるなど⼯夫されて
いる。 

各巻の表紙、裏表紙 

安全および環境
への配慮 

印刷インキは，環境に配慮した植物油のインキが使⽤され，⼈体への影響が少なく，化学物質に敏
感な⽣徒に対しても，安全⾯が配慮されている。資源保護のために，表紙，本⽂とも森林環境に配
慮した原材料からつくられた⽤紙が使⽤され，また，表紙の加⼯は有害物質の出ないポリプロピレ
ン(PP)加⼯がされるなど，環境への配慮もされている。 

全般 

 


